



































































































































④資料収集→発表←コメント 『レジ袋有料化の是非』 個人発表リハーサル 
⑤コメント→発表 『レジ袋有料化の是非』 個人発表本番 
⑥資料収集→レポート←ＦＢ 『レジ袋有料化の是非』 個人作成 














活動の流れ テーマ 形態 



















































































意見文 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 平均 自己評価 
１回目 4 4 4 4 3 4 3 4 3 4 3 3.6 Ⅳ Ｓ１ 
2回目 4 4 4 2 4 4 4 4 4 4 4 3.8 Ⅳ 
１回目 3 4 3 3 4 4 2 3 3 4 3 3.3 Ⅲ Ｓ２ 
2回目 3 3 2 2 2 3 3 2 2 1 1 2.2 0 
１回目 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0 Ⅳ Ｓ３ 
2回目 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.2 Ⅲ 
１回目 3 4 4 4 3 4 4 3 3 4 3 3.5 Ⅲ Ｓ４ 
2回目 3 4 3 4 3 3 3 3 3 3 4 3.3 Ⅲ 
学習者 １回目レベル ２回目レベル レベルの変化 
Ｓ１ Ⅰ Ⅱ ↑ 
Ｓ２ Ⅲ Ⅱ ↓ 
Ｓ３ Ⅰ Ⅰ → 
Ｓ４ Ⅰ ０ ↓ 
Ｓ５ Ⅳ Ⅲ ↓ 
Ｓ６ Ⅲ Ⅲ → 
Ｓ７ Ⅱ Ⅱ → 
Ｓ８ Ⅰ ０ ↓ 
Ｓ９ Ⅰ ０ ↓ 
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１回目 4 4 3 3 4 4 4 4 4 4 3 3.7 Ⅳ Ｓ５ 
2回目 4 4 4 4 4 4 4 3 4 3 4 3.8 Ⅳ 
１回目 4 4 4 3 4 4 3 3 2 3 3 3.4 Ⅲ Ｓ６ 
2回目 4 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 3.8 Ⅳ 
１回目 4 4 4 3 4 4 4 3 3 4 4 3.7 Ⅳ Ｓ７ 
2回目 3 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 3.7 Ⅳ 
１回目 3 3 2 3 2 3 3 2 2 2 2 2.5 Ⅰ Ｓ８ 
2回目 3 4 3 3 3 2 2 2 3 2 2 2.6 Ⅰ 
１回目 3 2 2 3 3 3 3 2 2 3 3 2.6 Ⅰ Ｓ９ 
2回目 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2.8 Ⅱ 
平均 １回目 3.6  3.7  3.3  3.3  3.4  3.8  3.3  3.1  2.9  3.6  3.1      
標準偏差 １回目 0.5  0.7  0.8  0.5  0.7  0.4  0.7  0.7  0.7  0.7  0.6      
平均 2回目 3.4  3.8  3.2  3.1  3.3  3.2  3.2  3.1  3.1  3.0  3.2      
標準偏差 2回目 0.5  0.4  0.8  0.9  0.7  0.6  0.6  0.7  0.6  0.9  1.0      
平均 合計 3.5  3.7  3.3  3.2  3.4  3.5  3.3  3.1  3.0  3.3  3.2      

















2回目 Ⅳ 資料を探すこと。日本語でない資料を日本語に訳すこと。 
１回目 Ⅲ セルフチェックシートを見て、レポート作成できるようになった。難しかったことは、文法と表現。論点を考えるとき。引用文献リストを書くことを練習したい。 Ｓ２ 






2回目 Ⅲ 今回のレポートで、レポートの作り方、つまり手順が分かるようになった。たとえば、問題点、その対策、そして自分の意見といった順番だ。 
１回目 Ⅲ レポート作成ができるようになったと思う。新聞でデータを探すとき、ちょっと難しかった。次のレポートはもっとがんばろうと思う。書くとき、時間がとてもかかった。 Ｓ４ 



























2回目 Ⅳ 日本語のタイピングが速くなった。また、資料を上手に信頼できるところで探せた。本論の構成が難しかった。 
１回目 Ⅰ 無記入 
Ｓ８ 











学習者 意見文 教師評価 自己評価 両者のずれ 
１回目 Ⅰ Ⅳ ↑(+3) 
Ｓ１ 
2回目 Ⅱ Ⅳ ↑(+2) 
１回目 Ⅲ Ⅲ → 
Ｓ２ 
2回目 Ⅱ 0 ↓(-2) 
１回目 Ⅰ Ⅳ ↑(+3) 
Ｓ３ 
2回目 Ⅰ Ⅲ ↑(+2) 
１回目 Ⅰ Ⅲ ↑(+2) 
Ｓ４ 
2回目 0 Ⅲ ↑(+3) 
１回目 Ⅳ Ⅳ → 
Ｓ５ 
2回目 Ⅲ Ⅳ ↑(+1) 
１回目 Ⅲ Ⅲ → 
Ｓ６ 
2回目 Ⅲ Ⅳ ↑(+1) 
１回目 Ⅱ Ⅳ ↑(+2) 
Ｓ７ 
2回目 Ⅱ Ⅳ ↑(+2) 
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１回目 Ⅰ Ⅰ → 
Ｓ８ 
2回目 0 Ⅰ ↑(+1) 
１回目 Ⅰ Ⅰ → 
Ｓ９ 






















学習者 問8 問15 問16 能力が上がったこと 問17 能力があまり上がらなかったこと 

















Ｓ４ 3 3 
未記入 未記入 






















Ｓ８ 2  未 未記入 未記入  




































































































水谷信子（1997）「作文教育」『日本語教育』94号 pp.91-95 日本語教育学会 
深山道助（2006）「中国の大学における「日本事情」の可能性―メディア・リテラシー的手法の導入―」『2005年度日本語教育 
学会研究集会（大阪日本語教育センター）口頭発表レジュメ』 
山内祐平（2003）『デジタル社会のリテラシー―「学びのコミュニティ」をデザインする―』岩波書店 
山内祐平（2007）「メディア・リテラシーと授業改善」『リテラシーと授業改善―PISAを契機とした現代リテラシー教育の探求―』 
（日本教育方法学会編）図書文化 
山本富美子編（2001）『国境を越えて―本文編―』第７章「情報化時代」新曜社 
立命館アジア太平洋大学編（2008）『日本語５つのとびら―中級編―』第３課「ネチケット」（執筆：深山道助）凡人社 
